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What will the architecture refer to? I think that I point to a connection or the behavior of the people whom 
the thing which is not the form of the building brings about not a construction act to make the building which 
is generally thought about. In addition, I can think with the aggregate of the building with the city. 
If it is faubourg, the power with the building is not kept in the site boundary lines, and a building should be 
more greatly a thing with the flexibility. 
I elaborate a plan with a building with the big power that I reorganize a gusset by planning it while tying 
city environment and a building while considering a flow or environment and open up for a bigger range, 
many people of a person existing in the city by this plan. 
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・大横川親水公園	 
	 大横川親水公園はもともと川だった場所を埋め立てて
つくられている。もともとは江戸時代に火災の延焼防止
の為に作られたが、その時は水運が発達していた為物資
などを人々に届けるインフラストラクチャーとしても機
能していた。しかしながら火災の延焼の危険が薄くなり、
増水時の氾濫等の危険の方が懸念され埋め立てられた公
園としての現在は、区民にとって多くの動線を担い多く
の機能を果たしながらもその場所の持つポテンシャルを
十分果たしているとは言えず、加えて川だった時代の護
岸が未だに残されており、地震などの災害時には公園な
のに人の動線を大きく阻害してしまう危険性を秘めてい
ます。	 
公園の周辺に見られる T 字路にあたる建物にライブハウ
スと人々の常日頃使う新たな動線を通す事により外部の
人と区民の動線を重ね合わせることによって、防災だけ
でなく情報発信、交流の場として機能させていきます。
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・形態	 
	 東京スカイツリーから人を引き出すための賑わいを発
生させ且つ、周辺環境を強調し、街の要素を受け止め発
信する建築形態を構想します。	 
	 本設計の周辺は公園に始まり、昔ながらの人が住まう
住宅地、北十間川、東京スカイツリーがありそれらを一
つの風景として見せるのではなくてフレーミングによっ
て強調させる事によって建物を歩くたびに様々な風景に
出会いそれが場所ごとの多様なアクティビティを発生さ
せます。	 
	 加えて放射状の壁によって囲まれた広場はホールの為
の施設ではなくホールもある施設へと変換する為の向き
の転換を行っています。あくまでもこの施設の中心は広
場で戯れる区民、周辺はそれを支える一施設となる事に
よって常日頃区民から親しまれ、多くのアクティビティ
を生み出し、マチを拓いていく為の新たな中心となる建
築を構想しました。	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